
～もっと身近に、島原ブランドを～
島原スペシャルクオリティ

　お正月の雑煮は各地でさまざまですが、島原を代表する郷土料理
「具雑煮」は、海の幸、山の幸が沢山盛り込まれており、豊かな島
原の産物を集大成したようなものです。この商品は、上品なあご出
汁に、鶏肉やあなご、しいたけ、丸もちなどの大きな具が沢山入っ
ており、満足感が得られます。また、個食タイプですので一人でも
手軽に楽しめるところが魅力です。
○大光食品（☎ 64-4750）

「島原工房　具雑煮」
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　大正 14 年の創業以来、お茶の生産地であり、城下町でもある島
原で愛されてきた和菓子です。お茶壺の形は武家文化を代表するお
茶が四季を通じて愛されたことから考案されました。お湯をそそぐ
と最中がやわらかくなり、お餅のような食感になります。島原城の
武士たちに想いを馳せつつ、お茶と一緒に召し上がってはいかがで
しょうか。
○三勇堂（☎ 62-2350）

「茶壺しるこ」

▶問い合わせ先　しまばらブランド営業課（☎ 68-1111 内線 573）
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